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１　学校教育目標 ２　目指す姿（学校像）

３　現状と課題（重点目標設定理由）

４　目標

豊
か
な
心

※評価指数の項目については、生徒の実態と具体的アンケート内容や評価方法を検討し変更する場合がある。

平成27年5月12日

○授業中の板書や指示・説明がわかりやすい
　と答えた生徒の割合（９５％以上を目指す。）
○「書く力」がついたと感じる生徒の割合
  （８５％以上を目指す。）
○１日１時間以上家庭学習をする生徒の
　割合（８０％以上を目指す。）

短期経営重点目標 評価指標

広島市立己斐上中学校 平　成　２７　年　度　　　学　校　経　営　重　点　計　画

現状
   ・ 本校で取り組んでいる「ＫＵデザインに基づく分かりやすい授業づくり」により、授業のめあてや流れについては９０％の生徒が確認し、落ち着いて授業に参加している。しかし、自分の考えや意見を論理的に伝える、或いは記述・説明するという
　　力が不足していると考えられる。
   ・ 家庭学習の定着（１日１時間以上）が身についてきている生徒は、一昨年度は７３％と比較的高い数字を示し、昨年度は７６％と３ポイント上昇した。しかし、家庭に戻って一人で学習することが難しい生徒も多数おり、学校で補える部分と家庭に
　　任す部分とを確認する必要がある。
   ・ 授業における特別支援を必要とする生徒も多く、各教科での指導内容や指導法の工夫・改善がさらに進まなければならないと考える。
　 ・ 昨年度の学校評価を通して、全体的に肯定的評価が高くなってきており、一定の成果は挙げてきている。
　 ・ 今年度で２年次となる短期目標の取組を深め、評価指標を達成できるように、具体的「教育ビジョン」を作成し、掲示する。

課題
   ・ 「ＫＵデザインに基づく分かりやすい授業づくり」の取組の継続と具体的な各教科指導の内容にまで踏み込んだ授業研究や校内研修が必要である。
　 ・ 家庭学習の定着では帰宅後の生活リズムの設定や家庭学習の習慣化と学習時間の工夫が必要であり、更なる保護者の協力が必要となる。「家庭学習の手引き」の活用等が課題として残っている。
   ・ 学級集団づくりの視点から、教師と生徒、生徒同士の関わりの構築といった、学級づくり校内研修会ができていない状況がある。日々の活動を通して、生徒指導の３機能を生かした取組が必要とされる。また、生徒の自己肯定感を育て、楽しく
　　安心して学校生活が過ごせる取組を生徒会と連携することが大切である。
   ・ 家庭の手伝いの項目が毎年低い。手伝いという感覚より、生活そのものに子どもの役割が変化してきたのではないか。家庭での子どもの役割や位置づけを考えて行く中で、質問項目自体の改善が必要であるように思う。
　 ・ 保護者へ分かりやすい評価の説明（補助簿的な資料）や通知表の見方等を工夫し、理解度を高めていく努力が必要である。また、教員の評価基準や観点別の妥当性や客観性、信頼性を高めていく研修も考える。

〔中期経営重点目標〕
　１　誰にでも分かりやすい授業づくりをめざし、基礎学力の向上を図る。
　２ 生徒が自己肯定感をもち、安心できる学級・学校づくりをめざす。
　３ 保護者、地域に対し、学校理解を図るための的確な情報提供を積極的に行う。

〔評価指標〕
・ 年間２回の学校評価アンケートの指標を基に、各項目において、達成率を基準にして評価する。また、学校協力者
　会議等での助言や提言を受ける。
・ 校内研修会においても、取組状況を把握し、改善に取り組む。

〈学校像〉○保護者、地域から信頼される学校
　　　　  ○基礎・基本の学力を定着させ、落ち着きのある文化的な学校
〈生徒像〉○自ら学び考え、自主的に行動する、心身ともにたくましい生徒
　　　　　○他人を思いやる心や感動する心をもつ生徒
〈教師像〉○生徒・保護者・教職員とのコミュニケーションを充分とり、信頼される教師
　　　　　○常に学びの姿勢をもち、向上心のある教師

　・出席表を作成し来校回数を記録することで行事や懇談会の時期や内容の検討等につなげる。保護者の年間学校来校回数の平均を５回以上を目指す。
　・ＰＴＡ活動内容の周知を図るために、通信だよりだけでなく、ブログ等の活用を考える。
　・学校ブログの更なる充実を図る。（年間200回以上の掲載を行う。）
　・月に１回はホームページの更新をする。

　・「わたしの通知表」等を活用しての自己の振り返りを行う。
　・教員による学級集団づくりの交流や研修を兼ねた校内研修（生徒指導の三機能を含む）を計画的に行う。
　・教員や特別支援教育アシスタントとの連携を深め、情報の共有を深める。
　・生徒会を中心に行事の目的を明確にして、生徒同士を関わり合わせる取組を考える。
　・「いじめ撲滅キャンペーン」の取組を中心に、生徒が主体で考える方向を検討する。
　・各学期に１回の生徒向け「学校生活実態調査」の実施と保護者向けの「いじめ予防アンケート」を実施し、対応を考える。
　・教育相談日を設定し、その充実を図る。

安
心
・
信
頼

日々の生徒の様子や本校の教育
内容が保護者や地域にいっそう
理解が得られるようブログや
ホームページ等の充実を行う。

○授業や行事等を積極的に公開する。
○ＩＣＴ活用等の研修をさらに推し進める。

○学級の係や役割を責任感を持って行い、
  そのことが周囲の仲間から認められて
  いると感じる生徒の割合
　（８０％以上を目指す。）

自尊心を育み、生徒同士のより良
い人間関係づくりと連帯感のあ
る学級づくりを行う。

豊かな心をもち、自主性のあるたくましい人間を育成する。

確
か
な
学
力

　・チェックリストで自己評価を行いながら、ＫＵデザインに基づいた分かりやすい授業作りを行い、基礎基本の定着を図る。
　・「書く力」については、各教科等で書く際のまとめ方や表現法の指導を行うとともに、書かれた文章等への添削、指導を行う。
　・家庭学習の取組を通して１日１時間以上の学習習慣が身についた生徒を育てる。
　・「家庭学習の手引き」をオリエンテーション期間で活用し、家庭に配布する。教科での学習課題の量や質の工夫を行う。
　・「放課後学習会」や学級での班学習、「試験前学習日」等を計画する。子ども同士の関わり合いが出来やすい環境を整備して
　学習の援助の一つとする。
　・授業の中で必要になる「合理的配慮」事項を取り入れた目標設置と具体的対応を検討していく。

　・「ＫＵデザイン」を基に各教科指導において、聞く・話す、発表する、質問する等の場面を捉え、表現や思考のモデル等を示し、意識
　させることで言語活動の充実に努める。
　・話し合いの目標（ねらい）を明らかにした上で、共同学習やグループ活動が活かせる場面を設定する。
　・各教科で、言語活動の充実のための、「ねらい」「具体的取組」「重点取組」を設定する。
　・「ＫＵデザインモデル」に基づく授業研究を定期的に行い、校内研修会で共有化する。
　・「授業公開週間」等を設定することで、お互いの授業を見て考える機会を増やす。

主な具体的方策

ＫＵデザインに基づいた、学習環
境整備を行い、基礎学力の定着
を図る。

言語活動の充実を図り、思考力、
判断力、表現力を育てる。

○「ＫＵデザインによる言語活動の充実」
  の評価項目で３．５ポイント以上を目指す。
　　　　（教員）

○共同学習や話し合いの時に、自分の意見
　が言えたと答えた生徒の割合
　（８０％以上を目指す。）



「いきいき己斐上」 ・・・部活動・生徒会活動・学校行事
「ゆったり己斐上」 ・・・落ち着いて深く考える学習
「ほのぼの己斐上」 ・・・信頼しあえる人間関係
「輝け己斐上」 ・・・・・生徒・保護者・教職員・地域がお互いにしっかり連携して共に輝く

○自ら学び考え、自主的に行動する、心身ともにたくましい生徒
○他人を思いやる心や感動する心をもつ生徒

○保護者、地域から信頼される学校 ○生徒・保護者・教職員とのコミュニケーションを
○基礎・基本の学力を定着させ、落ち着きのある 　十分とり、信頼される教師
　文化的な学校 ○常に学びの姿勢をもち、向上心のある教師

　☆高等学校との連携（出前授業、高校説明会等）
　☆見通しを持たせる（めあてや流れを示す等） 　☆職場体験学習の実施（３年）
　☆指示、説明、発問の工夫
　☆視覚的な情報提示の工夫 □教育相談の充実
　☆放課後学習の設定（毎週木曜日全体、個別対応） 　☆生活ノートや実態調査等を踏まえた生活相談
　☆少人数指導による授業の実施（数・英） 　☆テストや授業の悩みや不安等を踏まえた学習相談
　☆教職員への授業改善チェックリストによる振り返り 　☆スクールカウンセラーやふれあい推進員との連携と
　★１日１時間以上の家庭学習習慣づくりの取組 　　 担当者会議の実施
　★終学活での学び合い学習の実施
　☆生徒への授業アンケートの実施 □生徒指導の充実
□朝読書の充実と月１冊以上の読書習慣づくり 　☆生徒会と連携し委員会による目標設定をした取組
□教職員の研修の充実 　☆行事に仲間と協力して取り組む環境づくり
　☆大学教授、指導主事を招聘した授業研究や
 　　協議会の実施（５年次） 　☆ボランティア活動の推進と充実（ボランチ）
　☆校区内での小学校との合同研究授業等の実施
　★授業改善へ向けた研修会の充実
　★ＫＵデザインによる授業公開週間の設定

□学校通信、進路通信等や学校Webページ等による学校情報の発信
□授業参観、学級懇談会、三者懇談会の工夫と充実
□学校協力者会議からの提言・意見等による改善と充実
□関係諸団体や地域との連携

　☆いじめ防止へ向けた校内委員会の設置と充実

※★の下線部：今年度重点化する項目

　☆学級づくり（学習・生活集団づくり）の充実

　☆部活動等を通しての体力の向上
　★生徒指導３機能を生かした取組の充実

　☆学校生活調査の実施と取組

□道徳教育の充実
　☆規範性をはぐくむための道徳教材や授業の工夫

　★１、２年生進路説明会の開催と進路学習

□学習環境づくり

　☆「心の道徳」「働く人に学ぶ」授業の実施

□キャリア教育の推進
　★「国際理解」教育の充実

　☆学習規律（ベル着、忘れ物、私語等）への指導
　☆学習環境（黒板周囲、掲示物、机の整頓）づくり

　　　整理・整頓ができ時間を守るの４項目の徹底
□指導方法の工夫・改善

　★気持ちの想像と考える力、あいさつ、学ぶ意欲

己斐上中　学校教育ビジョン

日本国憲法 　
　『豊かな心をもち、自主性のある
　　　　　　　　　たくましい人間を育成する』

教育基本法
学校教育法

県教委方針
市教委方針

新学習指導要領

特別支援教育の視点をもった、学校づくり、授業づくり　～ＫＵデザイン～

ＫＵデザインによる全校への支援 巡回相談指導を活用した個別の支援情
報
共
有
・
一
貫
指
導

○ＫＵデザインチェックリストによる自己評価、授業改善
○ＫＵデザイン実践事例集の作成
○ＫＵデザイン実践事例集による校内研修会実施
○計画的な授業交流期間等の設定による実践共有
○校内ＬＡＮによるデータベース化と情報共有

○巡回相談指導時における個別の対応と研修会の実施
○特別支援教育アシスタントの活用
○個別の対応事例による研修会の実施
○個別の指導計画、支援一覧表の作成と活用

学校教育目標

４つのスローガン

めざす学校像

生徒像

学校像 教師像

確かな学力の定着 豊かな人間性の育成

信頼される学校


